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真剣な姿は美しく、人の心を動かす 
 

校長 秋山 るみ  

秋晴れの空が心地よく、木々の葉も美しく色づく季節となりました。先月の運動会では、保護者

の皆さま、地域の皆さまの温かいご声援をいただき、ありがとうございました。おかげさまで、温

かい応援の中で子どもたちは、練習の成果を思う存分に発揮できました。 

運動会は、学校行事の中でもとても大きな行事で、子どもたちの成長にとっても大きなもので

す。本番に向けて、どの学年も、どの子も、一生懸命に練習と準備を重ねてきました。運動会前

日、ある学年がこれまでがんばってきた取り組みを振り返り、「本番も練習の成果を出そう！」と確

かめ合っている場面に出会いました。多くの子が真剣に話を聞く姿から本番への意気込みが伝わっ

てきました。背筋をピンと伸ばし、真剣なまなざしで話を聞くその姿を見て、私は自然と「美し

い」と感じました。真剣な姿は美しく、そしてその真剣さは「目」に表れるのだと、改めて実感し

ました。どうしてもこの気持ちを伝えたくなり、少し時間をもらって子どもたちに話をしました。 

「明日の運動会に向けての話を聞く真剣な姿がとても美しくて、どうしても伝えたくなったので、

時間をもらいました。真剣さは、目線に表れます。明日の運動会でも、ぜひ美しい姿を見せてくだ

さいね。」と、伝えると、私を見つめる子どもたちの目はきらきらと輝いていました。その輝きを見

た時、本番もきっと真剣に取り組み輝く姿を見せてくれると確信しました。 

 また、ある学年は、「観に来た人を感動させよう」ということを目標に取り組んでいました。「家

の人にみてもらい、感動してもらいたい。」そんな思いをもって練習に励み、本番を迎えました。本

番で見せてくれた真剣で美しい姿は、まさに観る人の心を揺さぶるものでした。きっと、ご家庭で

も、子どもたちへたくさんの感動が伝えられたことと思います。その温かい言葉が、子どもたちの

成長と、「また次もがんばろう！」という意欲につながっていくはずです。 

辞書によると「感動」とは、「美しいものや努力する姿を見たときに、心が大きく動くこと。」と

あります。今年の運動会でも、まさに多くの場面で、心が大きく動かされました。参観してくださ

った皆さまの心にも、きっと届いたのではないでしょうか。 

感動を生む運動会は、本番当日の頑張りだけでできるものではありません。それまでの練習や準

備があってのことです。子どもたちの頑張りはもちろんのこと、運動会にかける教職員の思い、そ

して子どもたちが輝けるよう全力で指導・準備を進めてきた教職員の取り組みも、ここで併せて紹

介させてください。 

 「みんなで輝け 最高の舞台」をスローガンに取り組んだ今年の運動会。友だちと協力して最後

まで熱心にやり遂げた子どもたち、それを熱心に支えた教職員、体調管理や励ましの声かけで支え

てくださった保護者の皆さま、そして当日に温かい声援を送ってくださった皆さま、これららすべ

てのおかげで最高の舞台になりました。心より感謝申し上げます。 

  

 11月は、学習や生活の中で自分の力をさらに伸ばしていく大切な時期です。子どもたちが日々の

積み重ねを大切にし、自分らしく成長していけるよう、教職員一同、力を合わせて支えてまいりま

す。 

学校教育目標 

「心豊かな人間性を養い、自ら学び 

自ら行動する子どもを育てる」 

合言葉「私ってすごい！みんなすごい 

やったぞ！できたぞ！の声がいっぱい！」 
 



  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配付したおたよりの通りです 

みんなでなかよくたすけあいましょう 

手洗いをしっかりしよう 

うがい・手洗いをしよう 

好き嫌いなく食べられるようにしよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

月の行事予定 

 

寒さが増してきました。子どもたちが、これ

からの季節、体を温めながら安全に活動でき

るように、体育の服装について次のようにお

知らせします。 

 

〇 寒い日は、ジャージのズボンをはいて運動

することができます。 

〇 寒い時は、体操着の上に体育用のトレー

ナーを着ましょう。事故防止のためフー

ドやジッパーなどのないものを着用して

ください。トレーナや長ズボンは、体操

着の上から着て、脱ぎ着ができるように

します。 

〇 タイツやレギンスは脱ぎ、靴下をはきま

しょう。 

 

16日（月）に、鑑賞教室が予定されていま

す。「音楽文化に親しむとともに、音楽によっ

て生活を明るく豊かなものにし、音楽に親し

んでいく態度を養う」という目的で行われま

す。今年は、「ピアニカの魔術師」を鑑賞しま

す。音楽の授業で親しんでいる鍵盤ハーモニ

カで、どのような音楽を奏でられるのか、今

から楽しみです。 

 

 

 

 
 13 日（金）に不審者が学校に侵入してしま

った場合を想定して訓練を行います。緊急時

に、どのような行動をとったらよいか。子ども

は、放送や教師の指示に従って安全に行動する

こと。教職員は、児童の安全確保を図ることを

確認します。地震や火事の避難訓練と同様に訓

練をおこない、いざという時に命を守るための

行動を確認して備えます。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運動会  

～みんなで輝いた 最高の舞台～ 
 

秋空の下、第 65回八松小学校運動会を開催しま

した。 

「みんなで輝け 最高の舞台」のスローガンのも

と、練習から一生懸命に取り組んできました。 

 運動会が近づくにつれて、練習や準備に熱が入

り、休み時間にも表現（ダンス）の練習をした

り、リレーのバトンパスの練習をしたりと、自主

的に運動会に取り組む姿もみられました。 

当日は、緊張の中にも笑顔があふれ、子どもた

ちは全力で競技・演技に取り組みました。 

見ている人まで元気をもらうような、いきいき

とした姿が校庭いっぱいに広がりました。 

また、応援団の力強い声、高学年の係の仕事ぶ

り、そして仲間を応援する温かい気持ちが、運動

会を大きく支えました。さらに、受付を担当して

くださった PTAの皆さん、見守りや片付けを手伝

ってくださった「チーム八松」（本校お父様方のボ

ランティア組織の皆さん）、そして最後まで片付け

を手伝ってくださった保護者の皆さん、本当にあ

りがとうございました。多くの方々のご協力と子

どもたち一人ひとりの努力と、保護者・地域の皆

様の温かい応援のおかげで、今年の運動会が、み

んなで輝く 最高の舞台となりました。ありがと

うございました。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６年生修学旅行「日光」 
10月１日（木）、２日（金）、６年生が、楽しみ

にしていた日光修学旅行に出かけました。 

1日目 

丸真運輸さんの駐車場よりバスで出発。最初の

目的地・大谷川公園でお弁当をいただきました。 

見学では、世界遺産に登録されている輪王寺三

仏像、日光東照宮、大猷院を訪れました。東照宮

ではグループごとに「三猿」「眠り猫」「陽明門」

「鳴龍」などを見学。特に、鳴龍の反響の不思議

さには「すごい！」と驚きの声が上がりました。 

宿では、温かいおもてなしに迎えられ、美味し

い夕食をいただきました。お土産選びでは、「お母

さんには何を買ったらいいかな？」と友達に相談

する姿も見られ、家族を思い浮かべながら悩む子

どもたちの姿が印象的でした。夜は友達と語り合

い、思い出に残る時間を過ごしました。 

      
２日目 

二日目は華厳の滝を見学。太陽の光を浴びて虹

のかかった華厳の滝をみることができました。 

その後、江戸ワンダーランド日光江戸村へ。江

戸の街並みへタイムスリップ。グループごとに忍

者仕掛迷路や忍者修行の館の体験などを楽しみま

した。 

 

保護者の皆様へ 

大きな怪我や体調不良もなく、無事に修学旅行

を終えることができました。これもご家庭での体

調管理やご協力のおかげです。ありがとうござい

ました。 

子どもたちにとって、仲間とともに学び、自然

や歴史に触れた２日間は、かけがえのない思い出

になりました。 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 


